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編

集

後

記

本
年
四
月

一
日
を
以

て
今
「
井
源
衛
先
生
は
九
州
大
学

を
定
年
御

退
官

に
な
ら

れ
ま
し
た
。
先
生

は
そ
の
後
相
変
ら
ず
の
痩
身

に
倍

旧
の
御

元
気

さ
で
、
御
筆

研
は
益

々
御
す

ゝ
み
の
如
く

に
御
見
受
け
致
し

て
お
り
ま
し
て
、
御
定
年
と
い

う

の
が
、
ま
る
で
実
感
を
伴
わ

ぬ
想
い
で
御
座

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

こ
の
今
井
先
生
退
官
記
念
号
は
、
先
生

の
御

退
官
を
惜
し
む
と
い

う

よ
り
は
、
先
生
の
今
「
後
益

々
の
御
研
究
の
進
展
を

こ
と
ほ
ぐ
気
持
を
籠
め

て

先
生

に
呈
上
出
来
る
よ
う
、
特

に
先
生

の
御
新
稿
を
頂
戴
し
て
、
巻
頭
を
飾
ら

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
本
特
集
号
と
並
行
し
て

晶
簸

噸

鍼
文
学
論
叢
」

の
刊
行
企
画
が
進
ん
で
お
り
、
受
講
生
中
特
に
中
古
中
世
専
攻
の
諸
氏
は
、

そ

ち
ら

へ
の
御
寄
稿
を
御

願
い
し

た
事
も
あ

っ
て
、
本
特
集
号
は
近
世
近
代
、
及

び

国
語
学
専
攻

の
諸
氏
に
よ
る
御
執
筆
を
纒
め
さ
せ
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。先

生

の
御
学
風
は
幸
い
本
特
集

に
も
示
さ
れ
ま
す
通
り
、
ジ

ャ
ン
ル
を
超

え

て
諸
受
講
生

に
よ
り
着
実
に
継
承
さ
れ
、
進
展
致
す

こ
と
疑
い
を

容
れ
る
余
地

は
御
座
い
ま

せ
ん
が
、
ま

た
如
何
な
る

一
事
を
も
疎
そ
か

に
せ
ざ
る
、

先
生

の

御

気
質

も
ま
た
、
永
く
研
究
室

の
基
盤
と
し

て
受

け

つ
が
れ
る

こ
と
言
う
迄
も

あ
り
ま

せ
ん
。

御
多
用
中

の
所
を
、

揃

っ
て
力
作
雄
篇
を
御
寄

せ
下
さ

っ
た
執
筆
者

諸
兄
姉

に
対
し

て
は
、
深
甚

の
謝
意
を
表
明
す
る
も

の
で
御
座

い
ま
す
。

尚
今
「
井
教
授
退
官
記
念
行

事
と
し

て
は
、
二
月
十
三

日
午
後
二
時
よ
り
、
本

学
法
文
系
大
講
義
室
に
お
い
て
、
最
終
講
義

(
題

目

「
王
朝

女

流

文
学

の

思

念
」
)
を
お
願
い
し
、
引
続
き
医
学
部
同
窓
会
館

に
お

い
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催

し
ま
し
た
が
、
何
れ
も
立
錐

の
余
地
も
無
い
盛
会
で
、
研

究
室
員

一
同
大
い

に

面
目
を
施
し
ま
し
た
事
で
御
座
い
ま
す
。

ま
た
本
特
集
号
と
同
時
に
前
記

「文
学
論
叢
」
も
刊
行
の
運
び
と
な
り
、
国

文
学
会
の
席
上
、
共
に
先
生
に
呈
上
出
来
る
様
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
会
員
各
位
の
御
尽
力
の
賜
と
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

(中
野
記
)

《
規

定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し

て
九
州
大
学
国
語
国
文
学

会
会
員
に
限
る
が

そ
れ

以
外

の
方

に
投
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰

原

稿

用

紙
三
○
枚
内
外

を

一
応

の
規
定
と

し
、

そ
の
際

、
二
枚
程
度

の
要
旨

を
添
付
さ
れ
た

い
。

三
、
原
稿

の
採
否
等

に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に

一
任
さ
れ
た

い
。

四
、
刊

行
は
年

二
回

(
春

・
秋
)

を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊

行
会
会
費
は
現
在
年
額
維
持
会
費
三
千
円

(各
号

二
部
配
布
)
、

通
常
会
員
千

五
百
円

(
各
号

一
部
配
布
)
と
す
る
。

六
、
執
筆
者

に
は
別

に
二
部
を
贈

呈
し
、
希
望
者

に
は
抜
刷
を
実
費

で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。
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